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今期間，世界でM6.0以上の地震は72回，M7.0以上の地震は11回発生した（日本及びその

周辺は気象庁，そのほかの地域は米国地質調査所 [USGS]による）．このうち最大のものは，

2015年9月17日（日本時間）にチリ中部沿岸で発生したMw8.3の地震であった．  

2015年5月～10月のM6.0以上の地震の震央分布を第1図 (a)及び (b)に示す．  

主な地震活動は以下のとおりである．特段の断りがない限り，Mw及び発震機構（CMT

解）は気象庁に，そのほかの震源要素はUSGSによる．また，時刻は日本時間である．  

 

（1）パプアニューギニア，ニューブリテンの地震（最大Mw7.5，第2図 (a)～ (e)）  

2015年5月1日17時06分に，パプアニューギニア，ニューブリテンの深さ57kmでMw6.8

の地震が発生した．また，南南東に約40km離れた場所で5月5日10時44分にMw7.5の地震

が発生した．これらの地震の発震機構（CMT解）は，北北西－南南東方向に圧力軸を持

つ逆断層型で，インド・オーストラリアプレートと太平洋プレートの境界付近で発生し

た．  

 

（2）チリ中部沿岸の地震（Mw8.3，第7図 (a)～ (f)）  

2015年9月17日07時54分に，チリ中部沿岸の深さ21kmでMw8.3の地震が発生した．こ

の地震は，発震機構（CMT解）が東西方向に圧力軸を持つ逆断層型で，ナスカプレート

と南米プレートの境界で発生した．この地震により，震源に近いチリのコキンボで4mを

超える津波を観測するなど，日本を含む太平洋沿岸の多くの国で津波を観測した（2015

年10月6日現在，NOAAによる）．日本国内では岩手県久慈港（国土交通省港湾局）で78cm

の津波を観測するなど，北海道から沖縄県にかけての太平洋沿岸等で津波を観測した．   

 

（3）アフガニスタン，ヒンドゥークシの地震（Mw7.5，第9図 (a)～ (c)）  

2015年10月26日18時09分に，アフガニスタン，ヒンドゥークシの深さ213kmでMw7.5

の地震が発生した．この地震の発震機構（CMT解）は鉛直方向に張力軸を持つ型である．

今回の地震の震央周辺はインド・オーストラリアプレートがユーラシアプレートに衝突

している地域で，大きな被害を伴う地震が度々発生している場所である．   

 

（4）その他の地震活動 

                 地震の 震源の  地震の 

発生年月日 震央地名       規模  深さ(km)  発生場所 

5月7日   ﾌﾞｰｹﾞﾝﾋﾞﾙ－ｿﾛﾓﾝ諸島   Mw7.0  23  ｲﾝﾄﾞ・ｵｰｽﾄﾗﾘｱﾌﾟﾚｰﾄ内 （第3図(a)～(c)）             

 5月12日 ネパール    Mw7.2  15               （第4図(a)～(c)） 

 7月10日 ソロモン諸島    Mw6.7  10       （第5図(a)，(b)） 

－ 368 －



 7月18日 サンタクルーズ諸島   Mw6.9  10  太平洋プレート内    （第5図(a)，(b)） 

 7月28日 ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ，ﾊﾟﾌﾟｱ   Mw7.0  48  太平洋ﾌﾟﾚｰﾄとｲﾝﾄ゙・ ｵｰｽﾄﾗﾘｱﾌﾟﾚｰﾄの境界付近

         （第6図(a)～(c)） 

 10月21日 バヌアツ諸島   Mw7.1   127 ｲﾝﾄﾞ・ｵｰｽﾄﾗﾘｱﾌﾟﾚｰﾄ内  （第8図(a)～(c)） 
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第1図 (a) 世界の地震活動（2015年5月～7月，M≧6.0，深さ≦700km）  
Fig.1(a) Seismic activity in the World (May – July 2015, M≧6.0, depth≦700 km). 

第1図 (b) つづき（2015年8月～10月，M≧6.0，深さ≦700km）  
Fig.1(b)  Continued (August – October 2015, M≧6.0, depth≦700 km). 

－ 370 －



第2図 (a) 2015年5月1日，5日  パプアニューギニア，ニューブリテンの地震（Mw6.8，Mw7.5） 
Fig.2(a) The earthquakes in New Britain, Papua New Guinea (Mw6.8, Mw7.5) on May 1 and 5, 

2015. 

－ 371 －



第2図 (b) 発震機構解析  
Fig.2(b) Moment tensor solution. 

－ 372 －



第2図 (c) 遠地実体波による震源過程解析  
Fig.2(c) Source rupture process: analysis using teleseismic body-wave. 

－ 373 －

http://www.data.jma.go.jp/svd/eqev/data/world/about_srcproc.html


第2図 (d) 遠地実体波による震源過程解析  
Fig.2(d) Source rupture process: analysis using teleseismic body-wave. 

－ 374 －

http://www.data.jma.go.jp/svd/eqev/data/world/about_srcproc.html


 
第2図 (e) 体積ひずみ計の記録から推定されるMw 
Fig.2 (e) The moment magnitude estimated from data of the borehole volume strainmeters. 

－ 375 －



第3図 (a) 2015年5月7日  ブーゲンビル－ソロモン諸島の地震（Mw7.0）  
Fig.3(a) The earthquake in the Bougainville - Solomon Islands region (Mw7.0) on May 7, 2015. 

－ 376 －



第3図 (b) 発震機構解析  
Fig.3(b) Moment tensor solution. 
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第3図 (c) 遠地実体波による震源過程解析  
Fig.3(c) Source rupture process: analysis using teleseismic body-wave. 

－ 378 －

http://www.data.jma.go.jp/svd/eqev/data/world/about_srcproc.html


第4図 (a) 2015年5月12日  ネパールの地震（Mw7.2）  
Fig.4(a) The earthquake in Nepal (Mw7.2) on May 12, 2015. 
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第4図 (b) 発震機構解析  
Fig.4(b) Moment tensor solution. 
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第4図 (c) 遠地実体波による震源過程解析  
Fig.4(c) Source rupture process: analysis using teleseismic body-wave. 

－ 381 －

http://www.data.jma.go.jp/svd/eqev/data/world/about_srcproc.html


第5図 (a) 2015年7月10日  ソロモン諸島の地震（Mw6.7），7月18日  サンタクルーズ諸島の地震（Mw6.9） 
Fig.5(a) The earthquakes in the Solomon Islands region (Mw6.7) on July 10 and in the Santa Cruz Islands 

region (Mw6.9) on July 18, 2015. 

－ 382 －



第5図 (b) 発震機構解析  
Fig.5(b) Moment tensor solution. 

－ 383 －



第6図 (a) 2015年7月28日  インドネシア，パプアの地震（Mw7.0）  
Fig.6(a) The earthquake in Papua, Indonesia (Mw7.0) on July 28, 2015. 

－ 384 －



第6図 (b) 発震機構解析  
Fig.6(b) Moment tensor solution. 

－ 385 －



 
第6図 (c) 遠地実体波による震源過程解析  
Fig.6(c) Source rupture process: analysis using teleseismic body-wave. 

－ 386 －

http://www.data.jma.go.jp/svd/eqev/data/world/about_srcproc.html


第7図 (a) 2015年9月17日  チリ中部沿岸の地震（Mw8.3）  
Fig.7(a) The earthquake of Near Coast of Central Chile Region (Mw8.3) on September 17, 2015. 

－ 387 －



第7図 (b) 2015年9月17日  チリ中部沿岸の地震による津波  
Fig.7(b) The observed tsunami by the earthquake of Near Coast of Central Chile Region on 

September 17, 2015. 

－ 388 －



第7図 (c) つづき  
Fig.7(c) Continued. 
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第7図 (d) 発震機構解析  
Fig.7(d) Moment tensor solution. 

－ 390 －



第7図 (e) 遠地実体波による震源過程解析  
Fig.7(e) Source rupture process: analysis using teleseismic body-wave. 

－ 391 －

http://www.data.jma.go.jp/svd/eqev/data/world/about_srcproc.html


第7図 (f) 体積ひずみ計の記録から推定されるMw 
Fig.7 (f) The moment magnitude estimated from data of the borehole volume strainmeters. 

－ 392 －



第8図 (a) 2015年10月21日バヌアツ諸島の地震（Mw7.1）  
Fig.8(a) The earthquake in the Vanuatu Islands region (Mw7.1) on October 21, 2015. 

－ 393 －



第8図 (b) 発震機構解析  
Fig.8(b) Moment tensor solution. 

－ 394 －



 
第8図 (c) 遠地実体波による震源過程解析  
Fig.8(c) Source rupture process: analysis using teleseismic body-wave. 

－ 395 －

http://www.data.jma.go.jp/svd/eqev/data/world/about_srcproc.html


 第9図 (a) 2015年10月26日  アフガニスタン，ヒンドゥークシの地震（Mw7.5）  
Fig.9(a) The earthquake in the Hindu Kush, Afghanistan region (Mw7.5) on October 26, 2015. 
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第9図 (b) 発震機構解析  
Fig.9(b) Moment tensor solution. 
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第9図 (c) 遠地実体波による震源過程解析  
Fig.9(c) Source rupture process: analysis using teleseismic body-wave. 

－ 398 －

http://www.data.jma.go.jp/svd/eqev/data/world/about_srcproc.html
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